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ゼロカーボン推進事業費

その他のいいね！事業

総事業費は277万円であり、補
助金助成事業では、太陽光発電
システムで10件、高効率給湯
器やLED照明に27件、ポータ
ブル蓄電池3件の申請があり、
合計40件、総額264万円を助
成した

プレミアム付商品券の配布を行い生活費の
軽減と景気対策として実施
　7,127万円（全額国庫支出金）

上下水道料の基本料2ヵ月分の減免を実施
　3,682万円（全額国庫支出金）

①保護者アプリ　すぐーる
28万円（一般財源）
②公開型GISを導入し、町民か
ら道路の問題等を通報できるよ
うにした 539万円（特定財源・
一般財源とも269万円）

保育園の賄い材料費や小中学校の給食会へ
物価高騰分を補助し、給食費増額を抑えた
898万円（内国県支出金 687万円）

　伴走型及び経済的支援を含む出産・子育て応
　援事業も、新たに開始された。全ての妊婦・
　子育て家庭が安心して出産・子育てができる
　環境整備や、個々に応じた支援につながるよ
　う、また、そこに下諏訪町らしさがプラスさ
　れる事業の継続に期待。

　物価高騰に悲鳴が上がった年度であったこと
　を振り返れば、町の独自財源による独自の支
　援策に取り組んでいただきたい。

　特定農地貸付（町民菜園）については、使い
　にくい用地の活用を検討、耕作者の生産意欲
　向上に向けた事業に期待。
　移住・空き家対策に関しては、外部の専門家
　と連携した組織的な取り組みが今後、重要に
　なる。

　あざみ号運行では、今後も住民の利便性に寄
　り添った運行を期待。
　県内・全国でも給食費の無償化が進んでいる。
　町民要望も非常に高い事柄なので、今後、無
　償化に向けた検討を前向きに進めることを希
　望する。

・オリジナルナンバープレート
　作成
　40万円
　町制施行130周年を記念して、
　町独自のナンバープレートを作
　成した。

・観光事業での商品開発
　950万円
　当初の売り上げ目標１千万円を
　上方修正し1,686万円を売上げ
　た。

・南小夜間照明改修工事
　4,800万円
・北小プール及び照明施設改修
　5,715万円
・健康ステーション管理
　751万円
　開館時間の延長や定期券発行で
　入場者の大幅な増加が図られた

・補聴器購入・アピアラン
　スケア助成事業
　121万円
　補聴器購入補助42件､アピアラ
　ンスケア5件の申請があった。

・自転車用ヘルメット購入補助
　6万円
　町独自事業で高校生まで
　補助金を助成した

DX 推進事業費

物価高騰対策
３億4,978万円

保育園賄材料費
小中学校給食費補助

プレミアム付商品券　 上下水道料軽減

注目 １ 注目 ２

注目 ３

３ ５ ６

４

１

２

下諏訪町の取組み

合計14事業で総額 1,901万円
（特定財源 823万円、一般財源 1,078万円）

合計11事業で総額３億4,978万円
・財源は
　国庫支出金３億3,182万円
　県支出金 1,227万円
　一般財源 569万円

令和 5年度 一般会計歳出決算総額

81億9,624万円

物価高
騰対策など

Ｒ5 年度

議会から、さらに期待議会から、さらに期待 ※万円以下は、四捨五入
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陳情・意見書案の審査結果

「政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　林　元夫
　政府は、ケア労働者の賃上げを目指したがベースアップは2.0％程度にとどまり、
全産業平均からも大きく下回っている。医療・介護現場では退職者の増加や入職者
が減少している。政府の責任において全額公費負担による追加の賃上げ支援策を国
に求めるもの。
賛成討論　従事者不足は顕著である。消費税は福祉向上に使われるとしていた。
反対討論　当面の改善にはよいが将来的なものではない。公費投入の公平性がない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳情の採択を受けて提出され、国に意見書を提出した。

「現行の健康保険証の存続を求める意見書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　金井敬子

　マイナ保険証利用率は低迷し、トラブルも多い。現行の保険証の存続を求めるもの。
賛成討論　保険証が廃止されればさらなる混乱が起きる。マイナンバーカードは任意取得のはず。
賛成討論　デジタル化促進は必要で、利便性が上がる。資格者確認証の発行で問題は起きない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳情も不採択となり議員提案の意見書は見送られた。

「災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求める意見書」　提出者　野沢弘子

　偽情報の拡散防止は喫緊の課題であり、災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築に向
けて支援を求め、政府認定アプリ等、国民への普及を推進することを求めるもの。
　　　　賛成討論　フェイクニュースに対処できる次世代総合防災システムなどの活用は必要である。
　　　　反対討論　偽情報の拡散防止は必要だが、すでに地方自治体が国の支援を受けて進めている。
　　　　　　　　　国民全体にアプリ等による情報発信は必要と思わない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成多数で国に意見書を提出した。
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賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

国民健康保険条例の一部改正 

福祉医療費給付金条例の一部改正 

長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更 

令和５年度国民健康保険特別会計決算 

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべて
のケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情
「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を
求める陳情 
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべて
のケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書

現行の健康保険証の存続を求める意見書 

災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築
への支援を求める意見書
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詳しくは議会HPへ

①
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「政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　林　元夫
　政府は、ケア労働者の賃上げを目指したがベースアップは2.0％程度にとどまり、
全産業平均からも大きく下回っている。医療・介護現場では退職者の増加や入職者
が減少している。政府の責任において全額公費負担による追加の賃上げ支援策を国
に求めるもの。
賛成討論　従事者不足は顕著である。消費税は福祉向上に使われるとしていた。
反対討論　当面の改善にはよいが将来的なものではない。公費投入の公平性がない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳情の採択を受けて提出され、国に意見書を提出した。

「現行の健康保険証の存続を求める意見書」　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出者　金井敬子

　マイナ保険証利用率は低迷し、トラブルも多い。現行の保険証の存続を求めるもの。
賛成討論　保険証が廃止されればさらなる混乱が起きる。マイナンバーカードは任意取得のはず。
賛成討論　デジタル化促進は必要で、利便性が上がる。資格者確認証の発行で問題は起きない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳情も不採択となり議員提案の意見書は見送られた。

「災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求める意見書」　提出者　野沢弘子

　偽情報の拡散防止は喫緊の課題であり、災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築に向
けて支援を求め、政府認定アプリ等、国民への普及を推進することを求めるもの。
　　　　賛成討論　フェイクニュースに対処できる次世代総合防災システムなどの活用は必要である。
　　　　反対討論　偽情報の拡散防止は必要だが、すでに地方自治体が国の支援を受けて進めている。
　　　　　　　　　国民全体にアプリ等による情報発信は必要と思わない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成多数で国に意見書を提出した。

９月定例会  議 案 等 賛 否 一 覧
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議案名等（省略）

議員名（議席順）

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

議決等
結　果

林

　元
夫

青
木
利
子

中
山

　透

松
井
節
夫

野
沢
弘
子

豐
島
健
之

金
井
敬
子

大
橋
和
子

竹
元
完
奈

花
岡

　進

林

　吉
広

髙
橋
幸
二

樽
川
信
仁

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。

国民健康保険条例の一部改正 

福祉医療費給付金条例の一部改正 

長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更 

令和５年度国民健康保険特別会計決算 

政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべて
のケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情
「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を
求める陳情 
政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充しすべて
のケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書

現行の健康保険証の存続を求める意見書 

災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築
への支援を求める意見書
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　議員は、地域などの課題に向き合うだけでなく、さまざまな交流会や勉強会に参加し、
知識を深めています。町民や専門家の方との対話を通じて、新たな視点を得ることで、
より良い政策づくりに繋げています。

・・議員のお仕事とは？・・・・議員のお仕事とは？・・

お舟祭り八島湿原　ヒメジョオン除去

諏訪湖クリーン祭に参加
させていただきました。
美しい諏訪湖のために多
くの皆さんが活動されて
います。これからもきれ
いな諏訪湖にしていきた
いですね。

長野県町村議会議長会議
員研修会に参加。長野県
内672人の町村議員が、
年に一度、松本のキッセ
イ文化ホールに集まり研
修を行いました。

お舟祭・宵祭りが開催さ
れ浴衣を着て参加しまし
た。町あげての久しぶり
のお祭りを、議員それぞ
れの立場で盛り上げさせ
ていただきました。

八島高原ヒメジョオン除
去作業に参加いたしまし
た。八島ケ原湿原の植物
生態系を守るために外来
種のヒメジョオンを毎年
除去しています。

下諏訪向陽高校の向陽祭にお伺いして、懇談会を
開かせていただきました。大勢の生徒さんたちと
意見交換ができて素晴らしい時間でした。

向陽祭への参加

長和町議会との勉強会

議員研修会に参加 諏訪湖クリーン祭

長和町·下諏訪町議会議員研修会にて長和町議会の
皆さんをお招きして、しもすわ今昔館おいでやと
おんばしら館よいさの視察を開催しました。
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一
般
質
問

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
促
進
の
町
の
考

え
は
。

A
　
町
長
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
の

問
題
な
ど
で
、
撮
影
や
録
画
は
個
人
情

報
に
な
る
の
で
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の

設
置
は
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

て
協
議
・
判
断
を
し
て
、「
必
要
最
小

限
」
で
検
討
を
し
て
い
く
。

Q
　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
検
討
協
議
会
の

設
置
の
検
討
を
。

A
　
消
防
課
長
　
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
に
つ
い
て
は
多
方
面
と
の
多
く
の

協
議
・
対
応
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、

今
後
協
議
会
の
設
置
な
ど
慎
重
に
検
討

を
し
て
い
く
。

Q
　
児
童
虐
待
へ
の
対
応
と
具
体
的
な

組
織
体
制
は
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
教
育
こ
ど
も

課
を
事
務
局
と
し
て
支
援
を
し
て
い

る
。
年
１
回
の
情
報
共
有
個
別
ケ
ー
ス

検
討
会
を
行
い
個
別
対
応
も
し
て
い

る
。
早
期
発
見
に
つ
と
め
発
見
時
は
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
迅
速
な
支
援

を
開
始
し
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
い

く
。

Q
　
児
童
へ
の
性
被
害
対
策
は
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
県
で
は
中
高

生
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
し

て
い
る
。
家
庭
支
援
は
懇
談
な
ど
の
聞

取
り
か
ら
慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は

　
　
　
現
在
町
内
に

41
台
設
置
済
み

答
弁

安心して歩ける、犯罪のない町！

Q
　
保
育
料
の
負
担
が
大
き
く
、
多
子

出
産
を
た
め
ら
っ
て
い
る
な
ど
の
子
育

て
世
代
の
声
も
多
数
あ
る
。
未
満
児
保

育
料
負
担
軽
減
へ
現
状
と
課
題
は
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
国
の
減
免
基

準
を
拡
充
し
た
町
独
自
基
準
を
定
め
、

３
人
以
上
養
育
す
る
家
庭
は
第
３
子
半

額
な
ど
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
最
大
４

分
の
３
減
免
し
て
い
る
。
新
た
に
県
の

保
育
料
軽
減
補
助
金
を
活
用
し
、
今
年

度
９
月
か
ら
兄
弟
が
同
時
入
所
で
な
く

て
も
、
第
３
子
完
全
無
償
化
に
す
る
な

ど
負
担
軽
減
を
図
る
。

Q
　
保
育
士
の
労
働
環
境
・
労
働
時
間

の
負
担
軽
減
へ
の
課
題
は
。

A

　総
務
課
長
　
負
担
軽
減
に
は
、
正

規
職
員
の
増
員
が
課
題
だ
が
、
採
用
募

集
に
思
う
よ
う
に
応
募
な
く
、
数
年
で

離
職
す
る
保
育
士
も
多
い
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長

休
憩
代
替
の
保
育
士
を
導
入
す
る
た
め
、

派
遣
会
社
を
通
じ
て
募
集
を
か
け
た
が

採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。

保
育
士
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
も
、
派
遣
保
育
士
の
受
け
入

れ
、
保
育
資
格
保
有
移
住
者
の
発
掘
、

潜
在
保
育
士
へ
も
働
き
か
け
る
な
ど
、

引
き
続
き
保
育
士
確
保
に
努
め
る
。

未
満
児
保
育
料

の
負
担
軽
減
は

　
　
　
９
月
よ
り
第
３
子

完
全
無
償
化
へ

答
弁

こどもと大人にとってよりよい園に

保
育
士
の
負
担
軽
減
を

林　吉広
はやし

防
犯
対
策

防
犯
対
策 よしひろ

竹元 完奈
たけもと かん な

保
育
料
軽
減

保
育
料
軽
減 ９

月
10
日

９
月
11
日

下諏訪ぎかい Vol.45 2024.10.25 発行 ８

12の視点一般質問12の視点一般質問
「歩いて・見て・聴いた」こと「議員自身の提言」も交えて、町に考えを質す！
議員改選から一年が経ち、２回目の９月定例会。あらゆる町の課題に、議員一人一人の
目線で、執行部と真剣な議論を展開。今後の町の動向にも注目！

皆さんは
どのテーマに
関心が

ありますか？

P14 P13 P13 P12 P12 P11 P11 P10 P10 P９ P９

防
犯
対
策

保
育
料
軽
減

保
険
証
廃
止

防
災
強
化

危
機
管
理

太
陽
光
発
電

補
助
事
業

音
楽
フ
ェ
ス

地
域
の
安
全

働
き
方
改
革

安
心
安
全

7

質問順

髙 橋  幸 二
貸出+補助金 二刀流支援を

8 林　   元 夫
町の音楽文化高揚を

9 豐 島  健 之
自治会未加入者との共助は

10 青 木  利 子
男女の賃金格差の解消は

11 松 井  節 夫
町内の急傾斜地は

12 大 橋  和 子
※体調不良の為欠席

1 林　   吉 広
防犯カメラの設置状況は

2 竹 元  完 奈
未満児保育料の負担軽減は

3 花 岡　   進
紙保険証は存続させるべき

4 金 井  敬 子
災害への備え強化

5 中 山　   透
Ｊアラートの不鳴り原因

6 野 沢  弘 子
ゼロカーボン宣言の実現は

下諏訪町議会
議会中継
チャンネル

各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることができます。
スマートフォン等からアクセスして、ぜひご覧ください。
全質問項目は、下諏訪町ホームページから見ることができます。
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て
は
最
大
４

分
の
３
減
免
し
て
い
る
。
新
た
に
県
の

保
育
料
軽
減
補
助
金
を
活
用
し
、
今
年

度
９
月
か
ら
兄
弟
が
同
時
入
所
で
な
く

て
も
、
第
３
子
完
全
無
償
化
に
す
る
な

ど
負
担
軽
減
を
図
る
。

Q
　
保
育
士
の
労
働
環
境
・
労
働
時
間

の
負
担
軽
減
へ
の
課
題
は
。

A

　総
務
課
長
　
負
担
軽
減
に
は
、
正

規
職
員
の
増
員
が
課
題
だ
が
、
採
用
募

集
に
思
う
よ
う
に
応
募
な
く
、
数
年
で

離
職
す
る
保
育
士
も
多
い
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長

休
憩
代
替
の
保
育
士
を
導
入
す
る
た
め
、

派
遣
会
社
を
通
じ
て
募
集
を
か
け
た
が

採
用
に
至
ら
な
か
っ
た
。

保
育
士
の
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
も
、
派
遣
保
育
士
の
受
け
入

れ
、
保
育
資
格
保
有
移
住
者
の
発
掘
、

潜
在
保
育
士
へ
も
働
き
か
け
る
な
ど
、

引
き
続
き
保
育
士
確
保
に
努
め
る
。

未
満
児
保
育
料

の
負
担
軽
減
は

　
　
　
９
月
よ
り
第
３
子

完
全
無
償
化
へ

答
弁

こどもと大人にとってよりよい園に

保
育
士
の
負
担
軽
減
を

林　吉広
はやし

防
犯
対
策

防
犯
対
策 よしひろ

竹元 完奈
たけもと かん な

保
育
料
軽
減

保
育
料
軽
減
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一
般
質
問

Q
　
６
月
20
日
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
ら

な
か
っ
た
原
因
は
。

A
　
総
務
課
長
　
訓
練
放
送
は
職
員
に

よ
る
誤
報
防
止
の
た
め
切
り
替
え
が
必

要
で
あ
り
、
今
回
の
件
は
切
り
替
え
設

定
の
誤
り
に
よ
り
鳴
ら
な
か
っ
た
。

Q
　
Ｈ
24
年
に
も
同
様
な
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
教
訓
は
。

A
　
総
務
課
長
　
前
回
は
、
落
雷
に
よ

る
機
械
の
故
障
が
原
因
で
あ
っ
た
。

A
　
町
長
　
今
回
の
機
器
操
作
誤
り
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
日
々
の
機

器
の
点
検
、
確
実
な
操
作
を
複
数
人
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
確
実
に
操
作
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Q
　
町
で
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A
　
総
務
課
長
　
町
と
し
て
対
策
要
綱

を
制
定
。
対
応
は
複
数
の
職
員
で
行
い
、

事
案
が
あ
っ
た
と
き
は
、
町
の
対
策
委

員
会
に
報
告
す
る
。

Q
　
要
綱
だ
け
で
な
く
、
条
例
化
す
る

考
え
は
。

A
　
総
務
課
長
　
要
綱
に
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
、
不
当
要
求
に
対
す
る
措

置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
規
定
も
あ

る
。
事
案
に
よ
っ
て
は
弁
護
士
へ
の
相

談
も
あ
る
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

不
鳴
り
原
因

　
　
　複
数
人
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く

答
弁

Q
　
今
後
の
設
置
計
画
は
。
　

A
　
住
民
環
境
課
長
　
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
て
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
検

討
。

Q
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
て
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
の
た
め

に
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
を
推
進
し
た
い

が
、
町
庁
舎
に
マ
イ
ボ
ト
ル
の
「
給
水

ス
ポ
ッ
ト
」
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
給
湯
室
の
安
全

な
水
道
か
ら
給
水
す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
。

Q
　
新
生
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
子
ど

も
の
病
気
の
時
の
親
御
さ
ん
の
不
安
は

計
り
知
れ
な
い
。
夜
間
や
休
日
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
医
師
へ
の
医
療
相
談
や
診
療

が
可
能
な
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
子
育
て

し
や
す
い
下
諏
訪
の
実
現
を
。

A
　
町
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
は
感
染
リ
ス

ク
の
軽
減
や
時
間
を
気
に
せ
ず
相
談
で

き
る
。
地
域
医
療
や
費
用
対
効
果
を
考

え
検
討
し
た
い
。

Q
　
民
間
事
業
者
に
よ
る
宿
泊
施
設

を
、
誘
致
し
た
ら
ど
う
か
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
町
内
の
旅
館
、

自
動
車
会
館B

u-
bu

が
合
宿
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
新
た
な
誘
致
は
難
し
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

宣
言
の
実
現
は

　
　
　文
化
セ
ン
タ
ー
へ

発
電
・
蓄
電
池
を
設
置

答
弁

「錬成の家」とプレハブ漕艇庫

小
さ
な
子
ど
も
の
体
調
不
良

錬
成
の
家
　解
体
後
の
跡
地
利
用

カ
ス
ハ
ラ
対
応
は

中山　透
なかやま とおる

危
機
管
理

危
機
管
理
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太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電

カスハラへの適切な対応を
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一
般
質
問

Q
　
町
国
保
加
入
者
の
マ
イ
ナ
保
険
証

登
録
率
と
利
用
率
は
。

A
　
総
務
課
長
　
令
和
６
年
７
月
末
現

在
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
率
は
54
・

74
％
。
利
用
率
は
令
和
６
年
７
月
１
か

月
分
で
９
・
96
％
で
あ
る
。

Q
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
に

交
付
さ
れ
る
資
格
確
認
書
は
申
請
な
し

で
交
付
す
べ
き
で
は
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
当
面
、
申
請
に

よ
ら
ず
交
付
さ
れ
る
。

Q
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
に
よ

る
住
民
基
本
台
帳
の
18
歳
と
22
歳
の
個

人
情
報
閲
覧
の
中
止
を
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
法
令
で
定
め
ら

れ
た
正
規
な
事
務
。
閲
覧
は
拒
め
な
い
。

Q
　
町
内
開
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
自
衛

隊
展
示
を
中
止
す
べ
き
で
は
。

A
　
総
務
課
長
　
災
害
救
助
な
ど
自
衛

隊
の
役
割
を
知
っ
て
い
た
だ
く
も
の
。

自
衛
官
募
集
に
協
力
し
て
い
く
。

Q
　
子
ど
も
医
療
費
窓
口
完
全
無
料
化

に
向
け
て
受
給
者
負
担
金
５
０
０
円
へ

の
町
独
自
助
成
は
で
き
な
い
か
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
福
祉
医
療
制
度

の
維
持
の
た
め
に
５
０
０
円
は
妥
当
。

紙
保
険
証
は
存

続
さ
せ
る
べ
き

　
　
　マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
た
な
い
人
も
対
応

答
弁

Q
　
今
年
度
予
算
を
使
い
切
り
、
受
付

を
打
ち
切
っ
た
「
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
」「
耐
震
補
強
工
事
補
助
」に
つ
い
て
、

補
正
予
算
を
組
み
事
業
の
継
続
を
。

A
　
建
設
水
道
課
長
　
国
・
県
の
補
助

金
を
活
用
し
た
補
助
で
あ
り
、
そ
の
上

限
に
達
し
た
た
め
、
受
付
を
中
止
し
た
。

補
助
追
加
を
、
要
望
し
て
い
く
。

Q
　
排
泄
物
を
自
動
密
封
す
る
災
害
用

ト
イ
レ
購
入
に
補
助
の
具
体
化
を
。

A
　
総
務
課
長
　
検
討
し
て
い
く
。

Q
　
車
椅
子
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
け
ん
引
式

車
椅
子
補
助
装
置
あ
っ
せ
ん
や
、
購
入

費
補
助
の
検
討
を
。

A
　
町
長
　
現
在
、
自
主
防
災
組
織
で

の
購
入
に
補
助
を
出
し
て
い
る
が
、
個

人
購
入
は
対
象
外
。
検
討
し
た
い
。

Q
　
学
童
ク
ラ
ブ
で
生
じ
て
い
る
問
題

に
つ
い
て
早
急
に
問
題
解
決
を
。

A
　
教
育
長
　
支
援
員
会
議
は
毎
月
開

催
、
代
表
者
と
も
話
を
し
て
い
る
が
、

支
援
員
の
個
々
の
考
え
も
あ
り
難
し
い

案
件
。
子
ど
も
の
側
に
立
っ
た
意
義
の

あ
る
支
援
に
な
っ
て
い
る
か
、
丁
寧
に
、

慎
重
に
対
応
し
た
い
。

Q
　
出
欠
席
確
認
方
法
の
改
善
を
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
シ
ス
テ
ム
は

構
築
済
み
。
早
急
に
、
運
用
開
始
す
る
。

災
害
へ
の

　
備
え
強
化
を

　
　
　複
数
項
目
に
つ
い

て
、
検
討
す
る

答
弁

排泄物を自動密封する簡易トイレ

みんなが安心できる受診環境を

自
衛
官
募
集
活
動
へ
の
対
応

子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化

学
童
の
環
境
整
備
を

花岡　進
はなおか すすむ

保
険
証
廃
止

保
険
証
廃
止

防
災
強
化

防
災
強
化

金井 敬子
かな い けい こ
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一
般
質
問

Q
　
６
月
20
日
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
ら

な
か
っ
た
原
因
は
。

A
　
総
務
課
長
　
訓
練
放
送
は
職
員
に

よ
る
誤
報
防
止
の
た
め
切
り
替
え
が
必

要
で
あ
り
、
今
回
の
件
は
切
り
替
え
設

定
の
誤
り
に
よ
り
鳴
ら
な
か
っ
た
。

Q
　
Ｈ
24
年
に
も
同
様
な
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
教
訓
は
。

A
　
総
務
課
長
　
前
回
は
、
落
雷
に
よ

る
機
械
の
故
障
が
原
因
で
あ
っ
た
。

A
　
町
長
　
今
回
の
機
器
操
作
誤
り
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
日
々
の
機

器
の
点
検
、
確
実
な
操
作
を
複
数
人
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
確
実
に
操
作
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Q
　
町
で
の
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

A
　
総
務
課
長
　
町
と
し
て
対
策
要
綱

を
制
定
。
対
応
は
複
数
の
職
員
で
行
い
、

事
案
が
あ
っ
た
と
き
は
、
町
の
対
策
委

員
会
に
報
告
す
る
。

Q
　
要
綱
だ
け
で
な
く
、
条
例
化
す
る

考
え
は
。

A
　
総
務
課
長
　
要
綱
に
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
、
不
当
要
求
に
対
す
る
措

置
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
規
定
も
あ

る
。
事
案
に
よ
っ
て
は
弁
護
士
へ
の
相

談
も
あ
る
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

不
鳴
り
原
因

　
　
　複
数
人
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く

答
弁

Q
　
今
後
の
設
置
計
画
は
。
　

A
　
住
民
環
境
課
長
　
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
て
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
検

討
。

Q
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
て
、

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
の
た
め

に
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用
を
推
進
し
た
い

が
、
町
庁
舎
に
マ
イ
ボ
ト
ル
の
「
給
水

ス
ポ
ッ
ト
」
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

A
　
住
民
環
境
課
長
　
給
湯
室
の
安
全

な
水
道
か
ら
給
水
す
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
。

Q
　
新
生
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、
子
ど

も
の
病
気
の
時
の
親
御
さ
ん
の
不
安
は

計
り
知
れ
な
い
。
夜
間
や
休
日
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
医
師
へ
の
医
療
相
談
や
診
療

が
可
能
な
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
子
育
て

し
や
す
い
下
諏
訪
の
実
現
を
。

A
　
町
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン
は
感
染
リ
ス

ク
の
軽
減
や
時
間
を
気
に
せ
ず
相
談
で

き
る
。
地
域
医
療
や
費
用
対
効
果
を
考

え
検
討
し
た
い
。

Q
　
民
間
事
業
者
に
よ
る
宿
泊
施
設

を
、
誘
致
し
た
ら
ど
う
か
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
町
内
の
旅
館
、

自
動
車
会
館B

u-
bu

が
合
宿
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
新
た
な
誘
致
は
難
し
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

宣
言
の
実
現
は

　
　
　文
化
セ
ン
タ
ー
へ

発
電
・
蓄
電
池
を
設
置

答
弁

「錬成の家」とプレハブ漕艇庫

小
さ
な
子
ど
も
の
体
調
不
良

錬
成
の
家
　解
体
後
の
跡
地
利
用

カ
ス
ハ
ラ
対
応
は

中山　透
なかやま とおる

危
機
管
理

危
機
管
理
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野沢 弘子
の ざわ ひろ こ

太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電

カスハラへの適切な対応を
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一
般
質
問

Q
　
自
治
会
未
加
入
の
為
、
個
別
の
特

異
事
項
が
不
明
の
者
へ
の
共
助
が
適
切

に
成
し
得
る
か
不
安
だ
が
、
町
は
彼
等

と
の
共
助
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A

　町
長
　
個
別
避
難
計
画
は
、
発
災

時
に
避
難
行
動
要
支
援
者
が
、
ど
こ
へ

誰
と
避
難
す
る
か
を
予
め
定
め
て
お
く

も
の
。
こ
れ
ら
策
定
を
一
つ
の
機
会
と

し
て
自
治
会
へ
の
加
入
に
繋
げ
て
頂
き

た
い
。
町
と
し
て
も
自
治
会
の
重
要
性

と
加
入
に
向
け
て
の
広
報
活
動
を
し
っ

か
り
と
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　
災
害
危
険
地
域
の
砂
防
・
治
山
の

状
況
は
、
県
と
の
連
携
は
如
何
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
砂
防
事
業
は
県

事
業
で
あ
る
た
め
、
担
当
で
あ
る
諏
訪

建
設
事
務
所
整
備
課
に
は
都
度
相
談
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
予
算
は
１
億
３

千
万
円
、
前
年
度
の
約
２
・
４
倍
と
な

っ
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
整
備
に
必

要
な
予
算
の
配
分
が
見
込
ま
れ
る
。

A

　産
業
振
興
課
長
　
治
山
事
業
の
担

当
は
諏
訪
地
域
振
興
局
林
務
課
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
町
が
第
一
優
先
箇
所

と
し
て
要
望
し
た
箇
所
は
、
全
て
事
業

化
・
実
施
を
頂
き
、
小
規
模
工
事
は
県

単
独
予
算
で
施
工
し
て
も
ら
う
等
、
県

と
は
良
好
な
関
係
を
築
け
て
い
る
。

自
治
会
未
加
入

者
と
の
共
助
は

　
　
　個
別
避
難
計
画
の

策
定
を
き
っ
か
け
に

答
弁

Q
　
町
内
企
業
の
女
性
管
理
職
の
占
め

る
割
合
は
。  

A

　産
業
振
興
課
長
　
従
業
員
数
の
多

い
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、
５
％

未
満
か
ら
約
40
％
の
範
囲
で
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
業
種
に
よ
っ
て
女
性
従
業
員

の
割
合
が
異
な
り
、
働
き
方
改
革
の
進

捗
の
差
な
ど
が
理
由
と
み
ら
れ
る
。        

Q
　
町
の
女
性
管
理
職
の
比
率
や
男
女

の
賃
金
格
差
の
開
示
方
法
は
。  

A

　総
務
課
長
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

開
示
。
本
年
度
は
管
理
職
17
人
中
、

女
性
職
員
は
２
人
。
男
性
の
給
与
に

対
す
る
女
性
給
与
の
割
合
は
、
昨
年
度

91
・
９
％
。
役
職
段
階
別
、
勤
続
年
数

別
で
も
女
性
は
男
性
を
下
回
る
傾
向
。

給
与
の
制
度
上
に
男
女
の
差
は
な
い

が
、
女
性
の
育
児
休
暇
取
得
や
世
帯
主

の
扶
養
手
当
や
住
居
手
当
が
支
給
の

差
に
。

Q
　
転
職
が
珍
し
く
な
く
な
り
民
間
企

業
へ
転
職
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。
様

々
な
事
情
で
町
職
員
を
離
れ
る
人
や
企

業
間
転
職
も
増
え
て
い
る
が
。 

A

　総
務
課
長
　
本
年
度
は
、
一
度
退

職
し
た
人
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
保
育
士

や
介
護
職
の
受
験
年
齢
を
引
き
上
げ

た
。
導
入
は
今
後
の
課
題
と
捉
え
る
。

男
女
の
賃
金
格

差
の
解
消
は

　
　
　男
性
の
育
児
休
暇

取
得
推
進
が
鍵
に

答
弁

本会議場

防
災
事
業
の
県
と
の
連
携

カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
導
入
は

13

今後も安全なまちづくりへの連携を

地
域
の
安
全

地
域
の
安
全豐島 健之

とよしま たけゆき

青木 利子
あお き とし こ

働
き
方
改
革

働
き
方
改
革
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一
般
質
問

Q
　
０
カ
月
か
ら
利
用
で
き
る
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
用
意
が
あ
る
か
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
０
才
１
台
・

１
才
１
台
・
２
才
２
台
・
３
才
３
台
、

適
切
な
も
の
を
貸
出
し
て
い
る
。

Q
　
ベ
ビ
ー
カ
ー
貸
出
の
考
え
は
。

A
　
教
育
こ
ど
も
課
長
　
貸
出
は
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
の
み
だ
が
、
育

児
用
品
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
Ｒ
６
は

ベ
ビ
ー
カ
ー
１
台
を
仲
介
し
た
。

Q
　
近
年
の
事
故
状
況
は
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
Ｈ
30
と
・
Ｒ
６

年
に
死
亡
事
故
が
あ
り
、
直
近
５
年
間

で
10
件
の
事
故
が
あ
っ
た
。

Q
　
事
故
防
止
に
向
け
た
取
組
み
は
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
視
界
の
確
保
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
延
長
、
ト
ラ
ッ
ク
運

転
手
に
対
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

Q
　
協
力
隊
募
集
の
応
募
状
況
は

A

　町
長
　
確
保
は
厳
し
い
状
況
。
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

Q
　
ネ
ッ
ト
申
請
を
可
能
に
。

A

　住
民
環
境
課
長
　
メ
ー
ル
等
で
出

来
る
よ
う
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
と
検
討
。

貸
出
＋
補
助
金

二
刀
流
支
援
を

　
　
　貸
出
や
応
援
ギ
フ
ト

10
万
で
対
応

答
弁

Q
　
柳
澤
寿
男
下
諏
訪
音
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル（
仮
称
）開
催
に
は
、
30
以
上

の
団
体
・
企
業
・
個
人
か
ら
賛
同
を

得
て
い
る
。
町
出
身
の
彼
の
業
績
を

称
え
る
と
と
も
に
、
町
の
音
楽
文
化
高

揚
の
た
め
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
を
。

A

　町
長
　
文
化
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

音
楽
文
化
が
盛
ん
に
な
れ
ば
あ
り
が
た

い
。
積
極
的
に
出
来
る
限
り
の
支
援
を

し
た
い
。

Q
　
財
政
か
ら
見
た
宮
坂
町
政
の
成

果
・
評
価
と
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
。

A

　総
務
課
長
　
文
化
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
延
期
等
に
よ
り
町
債
が
減
少
、
元

金
返
済
が
進
み
、
基
金
も
増
額
と
な

り
安
定
し
て
い
る
と
評
価
。
こ
れ
か
ら

の
投
資
的
事
業
に
対
処
で
き
る
。
課
題

は
Ｒ
10
年
に
公
債
費
が
11
億
円
に
な
る

こ
と
。

A

　町
長
　
任
期
の
ほ
ぼ
丸
３
年
が
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
だ
っ
た
。
効
果
的

な
交
付
金
活
用
で
間
違
い
な
い
財
政
運

営
が
出
来
た
と
思
う
。

Q
　
公
約
か
ら
見
た
成
果
・
評
価
。

A

　町
長
　
公
約
の
す
べ
て
に
手
を
付

け
、
次
へ
の
方
向
性
を
示
せ
た
。

町
の
音
楽
文
化

高
揚
を

　
　
　積
極
的
に
で
き
る

限
り
支
援

答
弁

文化センターで行われた音楽会

和
田
峠
事
故
防
止
対
策
は

生
ご
み
処
理
機
器
補
助

協
力
隊
募
集
に
つ
い
て

宮
坂
町
政
の
評
価
は

Web投票により決定したロゴマーク

補
助
事
業

補
助
事
業

髙橋 幸二
たかはし こう じ

林　元夫
はやし もと お

音
楽
フ
ェ
ス

音
楽
フ
ェ
ス
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一
般
質
問

Q
　
自
治
会
未
加
入
の
為
、
個
別
の
特

異
事
項
が
不
明
の
者
へ
の
共
助
が
適
切

に
成
し
得
る
か
不
安
だ
が
、
町
は
彼
等

と
の
共
助
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A

　町
長
　
個
別
避
難
計
画
は
、
発
災

時
に
避
難
行
動
要
支
援
者
が
、
ど
こ
へ

誰
と
避
難
す
る
か
を
予
め
定
め
て
お
く

も
の
。
こ
れ
ら
策
定
を
一
つ
の
機
会
と

し
て
自
治
会
へ
の
加
入
に
繋
げ
て
頂
き

た
い
。
町
と
し
て
も
自
治
会
の
重
要
性

と
加
入
に
向
け
て
の
広
報
活
動
を
し
っ

か
り
と
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　
災
害
危
険
地
域
の
砂
防
・
治
山
の

状
況
は
、
県
と
の
連
携
は
如
何
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
砂
防
事
業
は
県

事
業
で
あ
る
た
め
、
担
当
で
あ
る
諏
訪

建
設
事
務
所
整
備
課
に
は
都
度
相
談
を

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
予
算
は
１
億
３

千
万
円
、
前
年
度
の
約
２
・
４
倍
と
な

っ
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
整
備
に
必

要
な
予
算
の
配
分
が
見
込
ま
れ
る
。

A

　産
業
振
興
課
長
　
治
山
事
業
の
担

当
は
諏
訪
地
域
振
興
局
林
務
課
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
町
が
第
一
優
先
箇
所

と
し
て
要
望
し
た
箇
所
は
、
全
て
事
業

化
・
実
施
を
頂
き
、
小
規
模
工
事
は
県

単
独
予
算
で
施
工
し
て
も
ら
う
等
、
県

と
は
良
好
な
関
係
を
築
け
て
い
る
。

自
治
会
未
加
入

者
と
の
共
助
は

　
　
　個
別
避
難
計
画
の

策
定
を
き
っ
か
け
に

答
弁

Q
　
町
内
企
業
の
女
性
管
理
職
の
占
め

る
割
合
は
。  

A

　産
業
振
興
課
長
　
従
業
員
数
の
多

い
事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、
５
％

未
満
か
ら
約
40
％
の
範
囲
で
ば
ら
つ
き

が
あ
る
。
業
種
に
よ
っ
て
女
性
従
業
員

の
割
合
が
異
な
り
、
働
き
方
改
革
の
進

捗
の
差
な
ど
が
理
由
と
み
ら
れ
る
。        

Q
　
町
の
女
性
管
理
職
の
比
率
や
男
女

の
賃
金
格
差
の
開
示
方
法
は
。  

A

　総
務
課
長
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

開
示
。
本
年
度
は
管
理
職
17
人
中
、

女
性
職
員
は
２
人
。
男
性
の
給
与
に

対
す
る
女
性
給
与
の
割
合
は
、
昨
年
度

91
・
９
％
。
役
職
段
階
別
、
勤
続
年
数

別
で
も
女
性
は
男
性
を
下
回
る
傾
向
。

給
与
の
制
度
上
に
男
女
の
差
は
な
い

が
、
女
性
の
育
児
休
暇
取
得
や
世
帯
主

の
扶
養
手
当
や
住
居
手
当
が
支
給
の

差
に
。

Q
　
転
職
が
珍
し
く
な
く
な
り
民
間
企

業
へ
転
職
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。
様

々
な
事
情
で
町
職
員
を
離
れ
る
人
や
企

業
間
転
職
も
増
え
て
い
る
が
。 

A

　総
務
課
長
　
本
年
度
は
、
一
度
退

職
し
た
人
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
保
育
士

や
介
護
職
の
受
験
年
齢
を
引
き
上
げ

た
。
導
入
は
今
後
の
課
題
と
捉
え
る
。

男
女
の
賃
金
格

差
の
解
消
は

　
　
　男
性
の
育
児
休
暇

取
得
推
進
が
鍵
に

答
弁

本会議場

防
災
事
業
の
県
と
の
連
携

カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
導
入
は

13

今後も安全なまちづくりへの連携を

地
域
の
安
全

地
域
の
安
全豐島 健之

とよしま たけゆき

青木 利子
あお き とし こ

働
き
方
改
革

働
き
方
改
革
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だっこの会×下諏訪町議会
おはなしかい

子育て支援に関する提言書
生活文教常任委員会　　　委員長　大橋和子

子育て世代のみなさまの貴重なご意見を議会活動に反映させることを目的として、７
月８日に子育て勉強会「だっこの会」の方々と、下諏訪町議会生活文教常任委員会の
委員６人でお話し会を開催いたしました。さくら・みずべ・とがわ３つの保育園グル
ープに分かれ、保育園に関することや、日常の中の困りごと、子育てや町政の「もっ
とこうなったらいいな」という当事者の生の声をお聞きすることができました。

生活文教常任委員会では、「だっこの会」との懇談会を行った結果、議会として何がで
きるかと議論を重ね、下記の提言書を町に９月30日に提出しました。

①妊婦健診受診についての経済負担軽
　減を検討すること。
②出産一時金については、出産費用の
　無償化を視野に入れた負担軽減を推
　進すること。
③産後ケアについては、産後ケア事業
　助成券は、通所型、宿泊型も同様に
　１歳半までの延長を検討すること。

１　妊産婦期の支援について

３　居場所づくりについて
天気にかかわらず室内や半屋外で０歳
から小学生まで同じ施設で親子で遊べ
る、児童館のような居場所づくりの検
討と、長期休みの小学生の居場所づく
りを、イオンに
おける施設の
あり方に強
く反映され
たい。

①ファミリーサポートセンター利用料
　補助を検討すること。
②パン代は副食費に含めるなどの負担
　軽減配慮を検討し、保育園の副食費、
　給食費無償化を視野に入れた軽減を
　推進すること。
③医療費完全無償化を視野に入れた軽
　減を推進すること。

４　経済的負担の軽減について

①第１子が保育園未満児クラス在籍時
　に、第２子以降が生まれたあとの育
　休退園について、廃止を早急に検討
　すること。
②待機児童が発生しない体制作り、受
　け入れ態勢の整備を。
③保育士の給与における処遇改善と、残
　業や持ち帰り仕事などの負担軽減を。
④働いた分のほとんどが保育料になっ
　ており、未満児保育料無償化を視野
　に入れた軽減策を。

２　保育園について
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一
般
質
問

Q
　
地
震
や
大
雨
に
対
す
る
急
傾
斜
地

の
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
地
域
防
災
計
画

の
中
で
Ｒ
２
年
武
居
擁
壁
完
成
。
Ｒ
６

年
度
高
木
の
大
沢
川
砂
防
堰
堤
工
事
着

手
。
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
。

Q
　
６
区
下
屋
敷
の
国
道
の
り
面
が
ネ

ッ
ト
膨
ら
み
や
破
断
な
ど
危
険
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
区
長
、
町
内
会

長
か
ら
樹
木
伐
採
の
要
望
が
出
て
い

る
。
ネ
ッ
ト
も
含
め
て
県
に
要
請
。

Q
　
急
斜
面
や
砥
川
沿
い
道
路
な
ど
の

除
草
は
住
民
で
は
無
理
。
対
策
は
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
温
暖
化
で
草
の

伸
び
が
早
い
、
県
に
も
要
望
し
て
い

る
。

Q
　
春
宮
上
の
通
学
路
に
ウ
ッ
ド
チ
ッ

プ
を
敷
い
て
も
ら
っ
た
が
不
十
分
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
枕
木
は
無
理
。

今
後
も
チ
ッ
プ
を
補
充
し
て
対
応
。

Q
　
町
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
状
況
は
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
町
道
田
中
、
西

大
路
、
東
赤
砂
、
湖
岸
通
り
、
古
川
線

の
５
カ
所
。
新
設
予
定
は
な
い
。

Q
　
道
路
の
端
が
荒
れ
て
危
険
だ
。

A

　建
設
水
道
課
長
　
今
年
度
は
古
川
、

田
中
線
の
歩
道
を
整
備
す
る
。

町
内
の

　急
傾
斜
地
は

　
　
　
東
町
、
武
居
、
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142号線歩道の除草

　町内10名の全区長をお招きし、意見交換を行いました。
　人口減・少子高齢化が叫ばれる昨今、10年・20年先を踏まえた区の編成のあり方や小中学校の統廃
合問題についての今後の方向性、地域経済活性化の要望や増え続ける空家への対応、といった地域の
様々な問題について自由闊達な意見交換がありました。

町 区 長 会 と の 意 見 交 換町 区 長 会 と の 意 見 交 換
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だっこの会×下諏訪町議会
おはなしかい

子育て支援に関する提言書
生活文教常任委員会　　　委員長　大橋和子

子育て世代のみなさまの貴重なご意見を議会活動に反映させることを目的として、７
月８日に子育て勉強会「だっこの会」の方々と、下諏訪町議会生活文教常任委員会の
委員６人でお話し会を開催いたしました。さくら・みずべ・とがわ３つの保育園グル
ープに分かれ、保育園に関することや、日常の中の困りごと、子育てや町政の「もっ
とこうなったらいいな」という当事者の生の声をお聞きすることができました。

生活文教常任委員会では、「だっこの会」との懇談会を行った結果、議会として何がで
きるかと議論を重ね、下記の提言書を町に９月30日に提出しました。

①妊婦健診受診についての経済負担軽
　減を検討すること。
②出産一時金については、出産費用の
　無償化を視野に入れた負担軽減を推
　進すること。
③産後ケアについては、産後ケア事業
　助成券は、通所型、宿泊型も同様に
　１歳半までの延長を検討すること。

１　妊産婦期の支援について

３　居場所づくりについて
天気にかかわらず室内や半屋外で０歳
から小学生まで同じ施設で親子で遊べ
る、児童館のような居場所づくりの検
討と、長期休みの小学生の居場所づく
りを、イオンに
おける施設の
あり方に強
く反映され
たい。

①ファミリーサポートセンター利用料
　補助を検討すること。
②パン代は副食費に含めるなどの負担
　軽減配慮を検討し、保育園の副食費、
　給食費無償化を視野に入れた軽減を
　推進すること。
③医療費完全無償化を視野に入れた軽
　減を推進すること。

４　経済的負担の軽減について

①第１子が保育園未満児クラス在籍時
　に、第２子以降が生まれたあとの育
　休退園について、廃止を早急に検討
　すること。
②待機児童が発生しない体制作り、受
　け入れ態勢の整備を。
③保育士の給与における処遇改善と、残
　業や持ち帰り仕事などの負担軽減を。
④働いた分のほとんどが保育料になっ
　ており、未満児保育料無償化を視野
　に入れた軽減策を。

２　保育園について
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この町に住んで思うこと

　７月15日から５泊６日でオーストラリアケアンズに中
高生海外研修の事前視察に行ってきました。物価高騰によ
り、ニュージーランドから変更となり今回の事前視察が決
まりました。ケアンズはコンパクトな町であり２時間あれ
ば街中一周できる綺麗な町です。受け入れの決まったケア
ンズステートハイスクールは、世界の若者との出会いがあ
り、先生・生徒皆、好感の持てる素晴らしい学校です。街
並み、景色、ぜひ子どもたちに行っていただき「夢のある
世界」を経験してください。　　　　　　議長　樽川信仁

　11年前に議会だよりの定期発行を始めた私
たちは、議会を知って欲しいという一念で読み
物の価値観を優先させた。価値観は時代の流れ
の中で変容していく。昨今SNSで象徴されるよ
うに、速攻性と見る世界観が求められるように
なった。これからも私たちはもがく。一人でも
多くの方に読まれることを願って。（元）

広報特別委員会
　委 員 長　林　元夫　　副委員長　竹元完奈
　委　　員　髙橋幸二　　委　　員　大橋和子
　委　　員　豐島健之　　委　　員　野沢弘子

～議長のつぶやき ケアンズ視察～

編 集 後 記

7 区在住
　山　　あゆか

「父の背中を追いかけて」

議会だよりモニター募集議会だよりモニター募集
◯活動内容
　・議会だよりへのご意見、アンケートのご
　　回答、モニター議会へのご参加をお願い
　　します。
◯任　　期　２年間

◯募集定員　15人程度
◯申し込み方法
　11月26日（火）までに議会事務局☎27－1111
　（内線302）まで、氏名・年齢・住所・電話
　番号をお申し出下さい。
　上記QRからも申し込み可能です。

　下諏訪生まれ下諏訪育ちです。幼い頃から父の車いじりや工作を
見て育ち、父の趣味を手伝ううちに自分も「モノ作りが楽しい」と思
うようになりました。高校卒業後、医療関係に進もうと看護学校へ
進学しましたが、やはりモノ作りの方が自分には合っていると思い
直し、医療機器の製造会社に就職して、現在は設計開発の仕事をし
ています。
　都会に憧れた時期もありましたが、行ってみて、あの雑踏の中で暮
らすのは「ないな」と思いました。閑静で水と空気が美味しい地元で、
自分のやりたい仕事に就けて満足しています。父の手伝いで地区の分
館活動にも参加し、子供たちに喜んでもらえたのも良い思い出です。
　もっと地域が賑わうまちづくり、そこに若者が参加しやすいまち
づくりを期待します。議員の皆さんには本当に頑張ってもらいたい
と思います。　　　　　　　　　　　　　　インタビュアー　豐島

（R7年1月発行分～）


